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本システムで新規申請（届出）する場合の流れは以下の通りです。

新規申請（届出）の手続きを開始

新規申請（届出）を選択する

メインメニューで「新規申請（新規届出）」のボタンを選択し、
ダイアログで「新規申請」ボタンを選択します。

※法第79条選択時のみ入力

※法第79条選択時のみ入力

01.新規申請（届出）の流れ 1/2

各種マスタ管理情報を登録します。

申請に必要な航空機情報、操縦者情報、同乗者情報（法第81条の
場合）、離着陸場所の情報（法第79条の場合）を予め登録します。

各種マスタ管理情報を登録します。

申請に必要な航空機情報、操縦者情報、同乗者情報（法第81条の
場合）、離着陸場所の情報（法第79条の場合）を予め登録します。

手続きを行う申請等（法第79条、法第81条、法第89条）を選択する

対象の条文、航空機の種類、行為を行おうとする場所、
申請先（届出先）を選択します。

基本情報を入力する ※法人の場合
基本情報を入力する ※個人の場合

申請者情報、飛行計画の概要を入力します。

法第79条 離着陸の場所を選択する

マスタ管理画面で登録した一覧から、
申請する離着陸の場所を選択します。

法第79条 申請情報（離着陸の場所以外）を入力する

空港等以外の場所における離着陸に関する情報を入力します。
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本システムで新規申請（届出）する場合の流れは以下の通りです。（続き）

※法第81条選択時のみ入力

※法第89条選択時のみ入力

01.新規申請（届出）の流れ 2/2

※法第81条選択時のみ入力

法第81条 申請情報を入力する

最低安全高度以下の高度での飛行に関する情報を入力します。

法第89条 届出情報を入力する

物件投下に関する情報を入力します。

操縦者情報を選択する

マスタ管理画面で登録した一覧から、
申請等の対象となる操縦者を選択します。

航空機情報を選択する

マスタ管理画面で登録した一覧から、
申請等の対象となる航空機を選択します。

新規申請（届出）が完了

申請提出確認のダイアログの「OK」ボタンを押した日が申請日/届出日と
なります。

同乗者情報を選択する

マスタ管理画面で登録した一覧から、
申請等の対象となる同乗者を選択します。

申請（届出）情報を確認する

入力した情報を確認し、申請書等を提出します。
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①メインメニュー画面の、
［申請書（届出書）を作成する］の見出しの
中にある を押します。

②「新規申請」ボタンと「複写」ボタンの
ダイアログで を押します。

申請手続きを選択する画面が開きます。

「複写」ボタンでは、過去の申請等を引用して新規申請等を
行うことができます。
複写による申請等を行う場合は、こちらを参照してください。

02.新規申請【新規申請（届出）を選択する】

※申請に必要な航空機情報、操縦者情報、同乗者情報（法第81条の場合）、
離着陸場所の情報（法第79条の場合）はあらかじめ各種マスタ管理情報を登録する必要があります。

①

②

~~

https://www.aops.mlit.go.jp/contents/aops/preview/AOPS_Manual_Ja_Make-a-Copy.pdf
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①申請・届出を行う手続きを選択します。
一個の飛行について、複数の許可等に係る条文の適用がある場合、
複数選択することができます。

②申請・届出を行う航空機の種類を選択します。
航空機の種類は複数選択することができます。

③申請行為・届出行為を行おうとする場所を
以下のいずれかから選択します。

・東日本(領海上を含む)

・西日本(領海上を含む)

・公海上

※東日本、西日本、公海上にまたがる場合はそれぞれについて
手続きを行ってください。

03.新規申請【手続きを行う申請等（法第79条、法第81条、法第89条）を選択する】1/2

申請・届出を行う手続き、航空機の種類、行為を行おうとする場所、申請先・届出先を選択します。

①

②

③

~~
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④該当する航空機を選択します。
（③で「公海上」を選択した場合には、⑤に進んでください。）

⑤申請行為・届出行為を行おうとする場所で選択した場所
及び④の選択に応じた申請（届出）先が自動で表示されますので
正しいか確認してください。

⑥入力内容に間違いがないことを確認のうえ、
を押してください。

［基本情報入力］画面が開きます。

※複数の官署（例：東京航空局・東京空港事務所）にまとめて
申請等することはできません。それぞれの官署に手続きを行って
ください。

※申請行為・届出行為を行おうとする場所で
「東日本（領海上を含む）」を選択した場合は、
東京航空局又は東京空港事務所が、「西日本（領海上を含む）」
を選択した場合は、大阪航空局又は関西空港事務所が
表示されます。

※申請行為・届出行為を行おうとする場所で「公海上」を選択した
場合は、申請先・届出先として国土交通省（本省）が自動で
選択されます。

03.新規申請【手続きを行う申請等（法第79条、法第81条、法第89条）を選択する】2/2

申請・届出を行う手続き、航空機の種類、行為を行おうとする場所、申請先・届出先を選択します。（続き）

④

⑤

⑥

~~
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①

②

③

航空機運航情報処理システム 操作マニュアル

04.新規申請【基本情報を入力する】1/4

【法人の場合】申請者情報、飛行計画の概要を入力します。

※個人の方は
04.新規申請【基本情報を入力する】3/4～4/4を参照してください。

申請者情報を入力します。

①申請書の文書管理番号がある場合は、こちらに記載します。（任意）

②入力に際し、ログイン中のアカウント情報から、法人番号、
企業・団体名、代表者氏名、
本店又は主たる事務所の所在地、担当者連絡先が自動入力されます。

※本画面でgBizID連携を行っている方のアカウント情報は
自動入力され、［基本情報、飛行計画概要入力］画面にて、
修正することはできません。
修正が必要な場合は、gBizIDにてアカウント情報を変更の上、
申請手続きを行うようにしてください。
アカウント情報を修正するにあたり、
申請情報の一時保存を行う場合は、こちらを参照してください。

③緊急時の連絡先について、担当者連絡先（氏名及び電話番号）と
異なる場合は「上記以外」を選択し、
緊急時に連絡が可能な連絡先（氏名及び電話番号）を記載してください。

~~

https://www.aops.mlit.go.jp/contents/aops/preview/AOPS_Manual_Ja_Temporarily-Save-and-Edit-Your-Application.pdf
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04.新規申請【基本情報を入力する】2/4

【法人の場合】申請者情報、飛行計画の概要を入力します。（続き）
飛行計画の概要を入力します。
※各入力欄は最大500文字まで入力できます。

④飛行目的を入力してください。

⑤飛行期間・飛行時間、飛行経路を入力してください。なお、飛行の時間帯に
夜間が含まれる場合は、「夜間を含む」を必ず選択してください。
※飛行時間については、日によって異なる場合は最も広い時間帯を

選択・入力のうえ、備考欄に詳細を記載してください。
（例：飛行期間内に終日飛行する日が1日でもある場合は「終日」を選択し、

備考欄に「○/○～○/○までは○時～○時、□/□～□/□までは
□時～□時」と記載する）

※離着陸場所の申請（法第79条ただし書の申請）について、
複数の離着陸場での離着陸を申請する場合で、
離着陸場によって離着陸の時間が
異なる場合 には、離着陸の時間帯が最も広い離着陸場を考慮した飛行時間を
選択・入力のうえ、備考欄に詳細を記載してください。

（例：「終日」で離着陸する離着陸場と「日出～日没」で離着陸する
離着陸場がある場合には、「終日」を選択し、
備考欄に「離着陸場によって離着陸の時間が異なります。」と記載する)

⑥入力が完了したら、画面下部中央に表示されているボタンを押してください。
※表示されるボタン名は手続きを行う条文により異なります。

➢ 法第79条の手続きを含む場合は、

が表示されます。

➢ 法第79条の手続きを含まず、法第81条の手続きが含まれる場合は、
が表示されます。

➢ 法第89条の手続きのみの場合は、
が表示されます。

④

⑤

⑥

~~
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04.新規申請【基本情報を入力する】3/4

※法人の方は
04.新規申請【基本情報を入力する】1/4～2/4を
参照してください。

申請者情報を入力します。

①入力に際し、ログイン中のアカウント情報として、
氏名、フリガナ、住所、連絡先が自動入力されます。
初期入力された内容は修正することもできます。
※フリガナは全角カタカナ、全角スペース又は半角スペース、

記号（ー、・、～）が使用可能です。

②緊急時の連絡先について、申請者の氏名及び連絡先と異なる場合は
「上記以外」を選択し、緊急時に連絡が可能な連絡先（氏名及び
電話番号）を記載してください。

③申請書の文書管理番号がある場合は、
こちらに記載します。（任意）

【個人の場合】申請者情報、飛行計画の概要を入力します。

①

②

③~~
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04.新規申請【基本情報を入力する】4/4

【個人の場合】申請者情報、飛行計画の概要を入力します。(続き）
飛行計画の概要を入力します。
※各入力欄は最大500文字まで入力できます。

④飛行目的を入力してください。

⑤飛行期間・飛行時間、飛行経路を入力してください。なお、飛行の時間帯に
夜間が含まれる場合は、「夜間を含む」を必ず選択してください。
※飛行時間については、日によって異なる場合は最も広い時間帯を

選択・入力のうえ、備考欄に詳細を記載してください。
（例：飛行期間内に終日飛行する日が1日でもある場合は「終日」を選択し、

備考欄に「○/○～○/○までは○時～○時、□/□～□/□までは
□時～□時」と記載する）

※離着陸場所の申請（法第79条ただし書の申請）について、複数の離着陸場での
離着陸を申請する場合で、離着陸場によって離着陸の時間が異なる場合 には、
離着陸の時間帯が最も広い離着陸場を考慮した飛行時間を選択・入力のうえ、
備考欄に詳細を記載してください。

（例：「終日」で離着陸する離着陸場と「日出～日没」で離着陸する
離着陸場がある場合には、「終日」を選択し、
備考欄に「離着陸場によって離着陸の時間が異なります。」と記載する)

⑥入力が完了したら、画面下部中央に表示されているボタンを押してください。
※表示されるボタン名は手続きを行う条文により異なります。

➢ 法第79条の手続きを含む場合は、

が表示されます。

➢ 法第79条の手続きを含まず、法第81条の手続きが含まれる場合は、
が表示されます。

➢ 法第89条の手続きのみの場合は、
が表示されます。

⑤

④

~~

⑥
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一覧には、マスタ管理画面で登録した全ての情報が表示されます。
なお、離着陸の場所が21件以上ある場合は、複数ページで表示されます。

①離着陸の場所を検索する場合には、
［場外地ID］、［名称］、［住所］、［種別］などを入力して
「検索」ボタンを押すと、該当する離着陸の場所が表示されます。
※［名称］、［住所］は、部分一致検索が可能です。
※②でチェックをつけた後に を押しても、

既につけたチェックは維持されます。

②申請する離着陸の場所の左端の☐にチェックをつけてください。
※本画面で離着陸の場所の追加や離着陸場所情報の変更はできません。

追加等が必要な場合はマスタ管理画面で追加・変更登録した上で手続きを
おこなってください。離着陸の場所を追加・変更するにあたり、
申請情報の一時保存を行う場合は、こちらを参照してください。

③「全てを選択」をチェックすると、画面に表示されている
全ての離着陸の場所が選択されます。
※複数ページある場合は、「全てを選択」をチェックしても、

画面に表示されていない離着陸の場所は選択されません。

④申請する全ての離着陸の場所にチェックをつけたら、

を押してください。

航空機運航情報処理システム 操作マニュアル

マスタ管理画面で登録した一覧から、申請する離着陸の場所を選択します。
※離着陸の場所はマスタ管理画面で予め登録することが必要です。

法第79条 申請別情報を入力する画面が開きます。

05.新規申請【法第79条 離着陸の場所を選択する】

①

③

②

④

~~

https://www.aops.mlit.go.jp/contents/aops/preview/AOPS_Manual_Ja_Temporarily-Save-and-Edit-Your-Application.pdf
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①

②
③

①

航空機運航情報処理システム 操作マニュアル

06.新規申請【法第79条 申請情報（離着陸の場所以外）を入力する】1/5

※同じファイル名のファイルは添付できません。
※添付可能なファイルの拡張子は”jpg”,”jpeg”,”png”,”pdf”です。
※ファイル名の最大文字数は45文字です。
※1申請あたりの最大合計ファイル容量は80MBです。

（他の条文の添付ファイルも含みます。また、個々のファイル容量の
最大値も80MBですが、その場合、添付は1つに限られます。）

※添付可能なファイル数の上限は5つです。

空港等以外の場所における離着陸に関する情報を入力します。

①［離着陸の期間］には、［基本情報入力］画面で入力した
［飛行計画の概要/飛行期間］が自動反映されます。
内容に間違いがないことを確認してください。
※修正が必要な場合は、 で［基本情報入力］画面へ戻り

［飛行計画の概要/飛行期間］を修正してください。

② を押して、以下の図、資料を添付してください。
その他申請に関する資料がある場合もこちらに添付してください。
それぞれ分けて添付する、または、まとめて１つのファイルにして
添付する、のいずれも可能です。

・離着陸地帯等の実測図
・離着陸地帯の最近の路面の状況を示す図
・進入区域、転移表面の投影図及び場周飛行を行う範囲内の

障害物の位置及び高さ並びに人又は家屋の密集の程度を示す図
・灯火施設の配置図、灯光や光度等が確認できる資料

③添付ファイルを変更したい場合は にて削除して
再度ファイルを選択してください。

④［離着陸の理由］について、空欄に入力してください。
※最大500文字まで入力できます。~~ ④
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06.新規申請【法第79条 申請情報（離着陸の場所以外）を入力する】2/5

事故を防止するための措置を入力します。

⑤該当する項目をチェックしてください。

⑥該当する項目（はい・いいえ）を選択してください。「はい」を選
択した場合は具体的な措置の内容を入力又はチェックしてください。

⑦上記⑤、⑥以外に講じた事故を防止するための措置を
講じる場合は、こちらに入力してください。
※各入力欄は最大500文字まで入力できます。

空港等以外の場所における離着陸に関する情報を入力します。（続き）

⑤

⑥

~~
~~

⑦
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06.新規申請【法第79条 申請情報（離着陸の場所以外）を入力する】3/5

その他参考となる事項を入力します。
画面に沿って該当する項目を選択または入力してください。
※申請する航空機の種類や離着陸の場所の種別等、
これまでの選択内容によって表示される内容は異なります。
左の画面イメージでは、
以下のとおり選択した場合の画面表示を例示しています。

■［手続き選択］画面で
「回転翼航空機」、 「東京空港事務所」を選択

■［離着陸場所の選択］画面で、「建築物（一般）」及び
「地上（防災対応）」に該当する離着陸の場所を選択

⑧「標識等の設置」について、設置することが
困難である場合は、設置できない標識及び
その理由を入力してください。
※各入力欄は最大500文字まで入力できます。

空港等以外の場所における離着陸に関する情報を入力します。（続き）

~~
~~

⑧

⑧
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06.新規申請【法第79条 申請情報（離着陸の場所以外）を入力する】4/5

その他参考となる事項を入力します。（前頁からの続き）
画面に沿って該当する項目を選択または入力してください。
※各入力欄は最大500文字まで入力できます。

⑨「風向指示器の設置」について、
設置することが困難である場合は、
設置できない理由及び代替措置を入力してください。

⑩「附帯施設の設置」について、設置することが困難である場合は、
設置できない附帯施設及びその理由を入力してください。
※申請する航空機の種類や離着陸の場所の種別等、

これまでの選択内容によって表示される内容は異なります。
左の画面イメージでは、
［離着陸場所の選択］画面で、「建築物（一般）」に
該当する離着陸の場所を含んで
選択した場合の画面表示を例示しています。

空港等以外の場所における離着陸に関する情報を入力します。（続き）

~~
~~

⑨

⑩
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06.新規申請【法第79条 申請情報（離着陸の場所以外）を入力する】5/5

➢ 法第81条の手続きを含む場合は、
が表示されます。

➢ 法第81条の手続きを含まず、法第89条の手続きが含まれる場合は、
が表示されます。

➢ 法第81条及び89条の手続きを含まない場合には、
が表示されます。

空港等以外の場所における離着陸に関する情報を入力します。（続き）

その他参考となる事項を入力します。（前頁からの続き）
画面に沿って該当する項目を選択または入力してください。
※申請する航空機の種類や離着陸の場所の種別等、

これまでの選択内容によって表示される内容は異なります。

⑪ 「灯火施設」について、[離着陸場所の選択]画面にて離着陸の時間帯に「終日」
又は「夜間を含む」が設定された離着陸場が選択されている場合のみ表示されます。

⑫許可期間が「包括的な許可」に該当する場合、航空機の種類や飛行期間に
応じた要件が表示されます。
※左の画面イメージでは、回転翼航空機の場合であって、

飛行期間が3ヶ月を超え6ヶ月を限度とする場合の画面表示を
例示しています。

⑬その他、補足事項があれば入力してください。（任意）
※最大500文字まで入力できます。

⑭入力が完了したら画面下部中央に表示されているボタンを押してください。
※表示されるボタン名は手続きを行う条文により異なります。

⑪

⑫

⑬

⑭

~~
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07.新規申請【法第81条 申請情報を入力する】1/3

最低安全高度以下の高度での飛行に関する情報を入力します。

①「低空飛行を行う経路」について、「都道府県」を選択し、
その右の欄には、番地を含まない市区町村までの
住所を入力してください。詳細な場所は添付ファイルとして
飛行経路の図面等で補足してください。
領海上又は公海上の場合はそれぞれ該当するものを選択し、
その右の欄におおよその場所（「○○県沖合」等）を
入力してください。
なお、低空飛行を行う場所が同じ市区町村内で複数ある場合は、
市区町村内の実施場所の合計を入力のうえ、
詳細な場所は飛行経路の図面等で補足することも可能です。
※各入力欄は最大200文字まで入力できます。

②「低空飛行を行う高度」について、入力してください。
（高度幅がある場合は下限値と上限値について

入力してください。）
※単位は「ｍ」「ｆｔ」いずれかの選択が可能です。

③「備考欄」は、飛行機や回転翼航空機で飛行高度が異なる場合など、
補足事項がある場合に必要に応じて記載してください。

（例：高度について、飛行機は◯～◯m、
回転翼航空機は◯～◯ｍ）

④複数の場所（市区町村）において低空飛行を申請する場合には、
を押してください。

※最大200件まで登録可能です。

①

②
③

④

~~
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07.新規申請【法第81条 申請情報を入力する】2/3

※同じファイル名のファイルは添付できません。
※添付可能なファイルの拡張子は”jpg”,”jpeg”,”png”,”pdf”です。
※ファイル名の最大文字数は45文字です。
※1申請あたりの最大合計ファイル容量は80MBです。

（他の条文の添付ファイルも含みます。また、個々のファイル
容量の最大値も80MBですが、その場合、添付は1つに
限られます。）

※添付可能なファイル数の上限は5つです。

最低安全高度以下の高度での飛行に関する情報を入力します。（続き）

⑤ を押して、以下の図、資料を添付してください。
その他申請に関する資料がある場合もこちらに添付してください。
それぞれ分けて添付する、または、
まとめて１つのファイルにして添付する、のいずれも可能です。

・経路上の飛行高度
・飛行経路を実施する地点又は地域
・利用可能な不時着地点及び低空飛行実施場所から

当該不時着地点に至るまでの間における
障害物件並びに人又は家屋の密集の程度を示す図

⑥添付ファイルを変更したい場合は にて
削除して再度ファイルを選択してください。

⑦「低空飛行を行う理由」について、該当する項目を選択してください。
該当する項目がない場合は「その他」を選択し、
その右の欄に入力してください。
※各入力欄は最大500文字まで入力できます。

⑥

⑦

⑤

~~
~~
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07.新規申請【法第81条 申請情報を入力する】3/3

➢ 法第89条の手続きを含む場合は、
が表示されます。

➢ 法第89条を含まない場合には、
が表示されます。

その他参考となる事項を入力します。
画面に沿って該当する項目を選択または入力してください。
※申請する航空機の種類や離着陸の場所の種別等、

これまでの選択内容によって表示される内容は異なります。

⑧許可期間が「包括的な許可」に該当する場合、
飛行期間に応じた要件が
表示されます。
※左の画面イメージでは、飛行期間が15日を超え３ヶ月を

限度とする場合の画面表示を例示しています。

⑨その他、補足事項があれば入力してください。（任意）
※最大500文字まで入力できます。

⑩入力が完了したら画面下部中央に表示されているボタンを
押してください。
※表示されるボタン名は手続きを行う条文により異なります。

最低安全高度以下の高度での飛行に関する情報を入力します。（続き）

⑩

⑨

⑧

~~
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08.新規申請【法第89条 届出情報を入力する】1/3

画面に沿って必要事項を選択または入力してください。
※各入力欄は、最大200文字まで入力できます。

①「物件投下の目的」について入力してください。

②「投下物件の概要」について、［名称］［形状（規格）］［重量］を
入力してください。投下物件が複数ある場合は を
押して追加してください。入力フォームが切り替わり、
投下物件の情報を追加することができます。
※最大200件まで登録可能です。

③「投下場所」について、「都道府県」を選択し、その右の欄には市区町村
以下、番地を含めて住所を入力してください。
※法第81条申請と異なり、法第89条届出に際しては番地まで記載してください。

領海上又は公海上の場合はそれぞれ該当するものを選択し、
その右の欄におおよその場所（「○○県沖合」等）を入力してください。

④「投下を行う高度」について、入力してください。
（高度幅がある場合は下限値と上限値について入力してください。)
※単位は「ｍ」「ｆｔ」いずれかの選択が可能です。

⑤「備考欄」は飛行機や回転翼航空機で飛行高度が異なる場合など、
補足事項がある場合に必要に応じて記載してください。
（例：高度について、飛行機は◯～◯m、回転翼航空機は◯～◯ｍ）

⑥複数の場所において物件投下を行う場合は、
を押してください。入力フォームが切り替わり、

物件投下場所の情報を追加することができます。

※最大200件まで登録可能です。

物件投下に関する情報を入力します。

①

②

③

④
⑤

⑥ ~~
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⑦ を押して、以下の図、資料を添付してください。
その他届出に関する資料がある場合もこちらに添付してください。
それぞれ分けて添付する、
または、まとめて１つのファイルにして
添付する、のいずれも可能です。

・投下地点又は投下地帯及びその周辺の人又は
家屋の密集の程度を示す図

・（必要に応じ）物件の概要図

⑧添付ファイル変更したい場合は にて
削除して再度ファイルを選択してください。

⑨「地上又は水上の人又は物件に対する危害予防措置」について、
画面に沿って該当する項目を選択または入力してください。

航空機運航情報処理システム 操作マニュアル

08.新規申請【法第89条 届出情報を入力する】2/3 

※同じファイル名のファイルは添付できません。
※添付可能なファイルの拡張子は”jpg”,”jpeg”,”png”,”pdf”です。
※ファイル名の最大文字数は45文字です。
※1申請あたりの最大合計ファイル容量は80MBです。
（他の条文の添付ファイルも含みます。また、個々のファイル容量の
最大値も80MBですが、その場合、添付は1つに限られます。）

※添付可能なファイル数の上限は5つです。

物件投下に関する情報を入力します。（続き）

⑧

⑦

⑨

~~
~~
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08.新規申請【法第89条 届出情報を入力する】3/3

⑩「地上又は水上の人又は物件に対する危害予防措置」（続き）
画面に沿って該当する項目を選択または入力してください。
※各入力欄は最大200文字まで入力できます。

「その他参考となる事項」を入力します。
画面に沿って該当する項目を選択または入力してください。

⑪届出期間が「包括的な届出」に該当する場合、
航空機の種類や飛行期間に応じた要件が表示されます。
※左の画面イメージでは、飛行期間が15日を超え

１ヶ月を限度とする場合の画面表示を例示しています。

⑫その他、補足事項があれば入力してください。（任意）
※最大500文字まで入力できます。

⑬入力が完了したら を押してください。
操縦者情報を選択する画面が表示されます。

物件投下に関する情報を入力します。（続き）

⑩

⑪

⑫

⑬

~~
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09.新規申請【操縦者情報を選択する】

一覧には、マスタ管理画面で登録した全ての情報が表示されます。
なお、操縦者情報が21件以上ある場合は、複数ページで表示されます。

①申請する操縦者の左端の☐にチェックをつけてください。
※本画面で操縦者を追加することはできません。

追加が必要な場合はマスタ管理画面で登録した上で
手続きをおこなってください。操縦者情報を追加するにあたり、
申請情報の一時保存を行う場合は、こちらを参照してください。

②「全てを選択」をチェックすると、画面に表示されている
全ての操縦者が選択されます。
※複数ページある場合は、「全てを選択」をチェックしても、

画面に表示されていない操縦者は選択されません。

③操縦者を検索する場合には、「操縦者氏名」、「所有資格」などを
入力して を押すと、該当する操縦者が表示されます。
※部分一致検索が可能です。
※チェックをつけた操縦者は「検索」ボタンを

押してもチェックされた状態が維持されます。

④申請する全ての操縦者を選択した後、
を押してください。

航空機情報を選択する画面が表示されます。

マスタ管理画面で登録した一覧から、申請等の対象となる操縦者を選択します。

③

④

~~

②

①

https://www.aops.mlit.go.jp/contents/aops/preview/AOPS_Manual_Ja_Temporarily-Save-and-Edit-Your-Application.pdf
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➢ 法第81条を含む手続きの場合は、
が表示されます。

➢ 法第81条の手続きを含まない場合は、
が表示されます。

10.新規申請【航空機情報を選択する】

一覧には、マスタ管理画面で登録した全ての情報が表示されます。
なお、航空機情報が21件以上ある場合は、
複数ページで表示されます。

①申請する航空機の左端の☐にチェックをつけてください。
※本画面で航空機を追加することはできません。

追加が必要な場合はマスタ管理画面で登録した上で
手続きをおこなってください。
航空機情報を追加するにあたり、
申請情報の一時保存を行う場合は、
こちらを参照してください。

②「全てを選択」をチェックすると、画面に表示されている
全ての航空機が選択されます。
※複数ページある場合は、「全てを選択」をチェックしても、

画面に表示されていない航空機は選択されません。

③航空機を検索する場合には、型式名」または「国籍・登録記号」を
入力して を押すと、該当する航空機が表示されます。
※部分一致検索が可能です。
※チェックをつけた航空機は「検索」ボタンを

押してもチェックされた状態が維持されます。

④申請する全ての航空機を選択した後、
画面下部中央にあるボタンを押してください。

マスタ管理画面で登録した一覧から、申請等の対象となる航空機を選択します。

~~

②

①

③

④

https://www.aops.mlit.go.jp/contents/aops/preview/AOPS_Manual_Ja_Temporarily-Save-and-Edit-Your-Application.pdf
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11.新規申請【同乗者情報を選択する】

一覧には、マスタ管理画面で登録した全ての情報が表示されます。
なお、同乗者情報が21件以上ある場合は、複数ページで表示されます。
※本画面は法第81条ただし書に係る手続きを行う場合のみ表示されます。

①申請する同乗者の左端の☐にチェックをつけてください。
同乗者がいない場合にはチェック不要です。
※本画面で同乗者を追加することはできません。

追加が必要な場合はマスタ管理画面で登録した上で
手続きをおこなってください。
同乗者情報を追加するにあたり、
申請情報の一時保存を行う場合は、
こちらを参照してください。

②「全てを選択」をチェックすると、画面に表示されている
全ての同乗者が選択されます。
※複数ページある場合は、「全てを選択」をチェックしても、

画面に表示されていない同乗者は選択されません。

③同乗者を検索する場合には、「同乗者氏名」または「同乗の目的」を
入力して「検索」ボタンを押すと、該当する同乗者が表示されます。
※部分一致検索が可能です。
※チェックをつけた同乗者は を押しても

チェックされた状態が維持されます。

④申請する全ての同乗者を選択した後、
を押してください。

入力した申請情報を確認する画面が表示されます。

マスタ管理画面で登録した一覧から、申請等の対象となる同乗者を選択します。

(3)

(2)

(1) ~~

②

①

③

④

https://www.aops.mlit.go.jp/contents/aops/preview/AOPS_Manual_Ja_Temporarily-Save-and-Edit-Your-Application.pdf
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12.新規申請【申請（届出）情報を確認する】1/2

申請（届出）情報の最終確認を行います。

①入力内容に誤りがある場合は各情報の右下にある
を押し、修正してください。

②申請情報を一時的に保存したい場合、
を押してください。

なお、一時保存した申請等を再度編集する場合は、
こちらを参照してください。
※申請手続き中に120分以上操作を中断（何も操作しない状態）

されますと、手続きのやり直しが必要になります。

③入力内容に問題がなければ を
押してください。提出前の確認のための
ダイアログが表示されます。
※［申請情報確認］画面にて、PDF出力・印刷等の外部出力を

行うことはできません。ブラウザの印刷機能をご利用ください。

入力した情報を確認し、申請書等を提出します。

①

② ③

~~

※                ボタンを押下すると該当する各画面に移動します。
各画面にて入力内容の修正後に画面最下段中央のボタンで、
本画面まで画面を移動させてください。

https://www.aops.mlit.go.jp/contents/aops/preview/AOPS_Manual_Ja_Temporarily-Save-and-Edit-Your-Application.pdf
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12.新規申請【申請（届出）情報を確認する】2/2

入力した情報を確認し、申請書等を提出します。（続き）

を押した時点で［申請日/届出日］が
自動付加され、申請先へ申請書等が提出されます。

申請書（届出書）の提出確認に関するメールが送付されます。

➢ 正常に受信した場合、提出が完了した旨のメールが届きます。

➢ 受信に失敗した場合、システムで受け付けることができな
かった旨のエラーメールが届きます。

申請書（届出書）を提出した際には、提出確認に関するメール
を確認してください。
※メール内容のイメージは、次スライドを参照ください。

正常に受信すると、申請先で記載事項など内容確認を行います。
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13.新規申請【提出完了のメールを確認する】

提出確認に関するメールの内容を確認します。

➢ 正常に受信した場合 ➢ 受信に失敗した場合

受信に失敗した理由として、大きく以下2点の原因が考えられます。
1.過去の同じ許可・届出に対して、重複した申請等を行っている
2.複数タブ、複数ブラウザで操作した

上記の原因にお心当たりがない場合、「よくある質問」に記載のお問
い合わせ先まで、以下情報を添えてご連絡ください。
「ログインID」「メール受信日時」「メール記載のお問合わせ番号」
「利用端末（OS）」「利用ブラウザ」

https://www.aops.mlit.go.jp/contents/aops/question.html

